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【序】金や銀のナノ粒子 2 量体間隙のホットスポットではプラズモンと少数分子とが電磁力学的

強結合系を形成している[1]。この強結合によって分子の電子状態は数百 meV程度の変調を受ける

[2]。従って、分子の光吸収特性も大きく変化し光化学等への応用が期待できる[3]。しかし、ホッ

トスポットの微小さがその応用を難しくしている。ナノワイヤー2 量体の間隙ではこのホットス

ポットが一次元方向に 10 m程度、つまり 104倍程度に延びている[4]。前回、この一次元ホット

スポットの端の局在プラズモンを光励起することで発生した SERRS光が数mに渡る伝搬を示す

現象を見出した。今回、電磁場解析でこの伝搬現象のメカニズムの解明を試みた。 

【計算実験】有限差分時間領域(FDTD)法を用いて長さ 10 m程度の銀ナノワイヤー二量体間隙の

端を 400 nmから800 nmの集光ビームで照射しホットスポットにおける局在光の伝搬を再現した。 

【結果と考察】FIG. 1に直径 20から 120 nmのナノワイヤー

2量体間隙の右端を励起した場合に生じる増強電場の伝搬の

励起波長依存性を示す。実験と同様に励起偏光がナノワイヤ

ー単軸方向の時のみに図の様な伝搬現象が生じた。この偏光

依存性は伝搬に関与するモードが通常の孤立ナノワイヤー

の様なモノポールモードではなく、二つのモノポールモード

が結合することによって間隙に生じたダイポールモードで

あることを示唆している。ナノワイヤーの直径を 40 nmから

120 nmに変化させても常に波長550 nm付近に伝搬現象が現

れる。この励起波長非依存性は端の局在プラズモンではな

く二つのモノポールがこの伝搬に寄与していることを支持

している。実際、間隙の距離を変化させるとこの増強電場

の励起波長依存性は大きく変化した。 
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FIG. 1(a) to (g) Excitation wavelength 
dependence of distribution of electric 
field amplitude through the gaps of 
silver nanowire dimers. Diameters of (a) 
to (g) are 20 to 120 nm per 20 nm. 
Vertical and horizontal axis are 
Excitation wavelength and distance.   
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